
言葉を失うことで生活が激変、普通の生活ができなくなることへの葛藤、支える家族の苦悩、
失語症リハビリテーションの意義や家族支援の在り方を正しく理解し、共に考えよう！！
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全国に50万人ともいわれる失語症患者のリハビリテーションを考える・・・全国に50万人ともいわれる失語症患者のリハビリテーションを考える・・・

～全国でも数少ない失語症デイ・デイケアにおけるリハビリテーションとご家族支援の実践に学ぶ～～全国でも数少ない失語症デイ・デイケアにおけるリハビリテーションとご家族支援の実践に学ぶ～
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   失語症におけるリハビリテーションの将来展望と
　入院・外来・在宅における継続リハビリテーションの実際

主催：医療法人博愛会　介護老人保健施設 ぺあれんと

＜参加のおすすめ＞

（第8回）地域包括ケアシステム推進研修会（第8回）地域包括ケアシステム推進研修会

医療法人博愛会　宇部記念病院名誉院長
介護老人保健施設寿光園　施設長
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山口労災病院　リハビリテーション部　言語聴覚士山口労災病院　リハビリテーション部　言語聴覚士座長座長

有限会社言葉のかけ橋
デイサービス「言葉のかけ橋」　代表取締役
NPO 法人失語症デイ振興会　代表理事
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～失語症の正しい理解と失語症に特化したデイサービスの必要性とその役割～～失語症の正しい理解と失語症に特化したデイサービスの必要性とその役割～

～入院・外来での失語症リハビリテーションの取り組みと
　　　　     退院支援における通所・訪問リハビリテーションとの地域連携～
～入院・外来での失語症リハビリテーションの取り組みと
　　　　     退院支援における通所・訪問リハビリテーションとの地域連携～

「失語症におけるリハビリテーションの将来展銀と
　　　失語症デイサービスにおけるリハビリテーションの実際」
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　　　失語症デイサービスにおけるリハビリテーションの実際」

「宇部西リハビリテーション病院における
　　　　　　　失語症のリハビリテーションとその実際」
「宇部西リハビリテーション病院における
　　　　　　　失語症のリハビリテーションとその実際」

皆様、こんにちは。今日、脳卒中や頭部外傷等により、脳の言語野が損傷して起こる言語障害の失語症患者は全国に 50万人と言われております。失語症は考
えや意思を言葉の形にすること、聞こえた声を言葉として認識し、意味を理解することの両方が困難となるばかりか、音声言語のみならず読み書きも阻害さ
れるので、筆談や文字盤を指すことも困難になるといわれています。しかも障害の程度や種類も様々で、その対応には専門性が求められます。そして失語症は、
他の疾患と異なり、長期にわたる専門的なリハビリテーションにより回復が期待できることから、病院でのリハビリテーション終了後も通所・訪問リハビリ
など、在宅での専門家チームの継続的なリハビリテーションの提供が必要となります。そこで、第 8 回 地域包括ケアシステム推進研修会では、失語症のリハ
ビリテーションをテーマに学んでまいります。どうぞ、地域で失語症のリハビリテーション、看護・介護に携わる医師・言語聴覚士、訪問看護師、介護福祉士、
ケアマネジャーの皆様やご家族（介護者）にご参加いただけますようご案内申し上げます。

問い合わせ・申込先　介護老人保健施設 ぺあれんと    TEL 0836-36-1170  FAX 0836-36-1171
E-mail pearento@hakuaikai-net.or.jp   担当者  小田・小松・尾崎

開会挨拶

Ⅰ．講　 演 

Ⅱ．講　 演 

Ⅲ．講　 演 

Ⅳ．講　 演 

小田　悦郎 氏

佐藤　誠一 氏

佐藤　誠一 氏

宇部西リハビリテーション病院
言語聴覚士

宇部西リハビリテーション病院
言語聴覚士

宇部西リハビリテーション病院　言語聴覚士宇部西リハビリテーション病院　言語聴覚士

木本　大輔 氏

木本　大輔 氏

＜プログラム＞

※この度の地域包括ケアシステム推進研修会はオンラインによる研修会となります。オンライン受講が難しい方は、ぺあれんとの会場で受講いただけます。但し、会場受講希望
の方は、お申し込みをいただき次第、コロナ感染防止チェックリストを送付いたしますので、ご記入いただき FAX にてご返信をいただいた上でのご参加となります。どうぞ、
感染防止にご協力いただきますようお願い申し上げます。また、オンライン受講の皆様には、３日前に受講用 URL を送付いたします。（ZOOM での配信となります。）ご不明な
点がございましたら、何なりとご連絡くださいませ。
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介護老人保健施設ぺあれんと 3階研修室介護老人保健施設ぺあれんと 3階研修室

失語症患者のリハビリに携わる医師・言語聴覚士・看護師・介護福祉士・
行政、教育機関・失語症患者を抱える家族（介護者）
失語症患者のリハビリに携わる医師・言語聴覚士・看護師・介護福祉士・
行政、教育機関・失語症患者を抱える家族（介護者）無　料無　料

山口県宇部市浜町2-1-3   TEL 0836-36-1170山口県宇部市浜町2-1-3   TEL 0836-36-1170

開催日

会　場

参加費 対　象

～失語症者の在宅における言語リハビリテーションと家族支援の取り組み～～失語症者の在宅における言語リハビリテーションと家族支援の取り組み～

「介護老人保健施設あさ紫苑における
　　　　　　　　失語症者の訪問リハビリテーションとその実際」
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渡壁亜紀子 氏
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～失語症がデイケア「しゃべるーむ」の特徴と失語症リハビリのプログラム内容～～失語症がデイケア「しゃべるーむ」の特徴と失語症リハビリのプログラム内容～

閉　　会閉　　会

「介護老人保健施設ぺあれんとにおける
　　　　　　　　　　失語症デイケアの開設準備とその取り組み」
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Ⅴ．全体討論

介護老人保健施設ぺあれんと
リハビリテーション部　言語聴覚士
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矢木田早苗 氏
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肩書・職種お名前

様

様

様
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施設名

必要事項をご記入の上、ファックスまたはメールにてお申し込みください。
尚、メールでのお申し込みの際、件名に『地域包括ケアシステム推進研修会』と記入ください。
※準備の都合上、6月 28 日 ( 月 ) までにお申し込みください。

地域包括ケアシステム推進研修会　申込書

メールアドレスのご記入とオンラインか会場かどちらかに〇をつけてください。

E-MAIL   ADRESS

E-MAIL   ADRESS

E-MAIL   ADRESS

E-MAIL   ADRESS

・オンライン
・会場

・オンライン
・会場

・オンライン
・会場

・オンライン
・会場

〈プロフィール〉
1984年より盛岡市近郊の病院で失語症、高次脳機能障害、摂食・嚥下障害などのリハビリテーションに従事。勤
務のかたわら失語症友の会などの自主グループの設立および支援の活動に携わる。これらの経験から失語症のある
人に対する長期継続的な地域ケアの必要性を痛感し、2006年失語症のある人のための通所施設「デイサービス言
葉のかけ橋」を開設する。現在はデイサービス言葉のかけ橋を拠点に失語症のある人の地域リハビリテーション活
動を実践している。


